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　「“〜にて ” は江戸時代の言葉でござる．」若い頃に指導医から原稿に赤ペンでこのように注意書きをさ
れて以降，「〜にて」を使うことを止めました．「〜にて」は本来古語ですが，現在使用して悪いわけでは
ありません．しかし，「主訴・黄疸にて受診し，当院にて，CT にて膵腫瘤を指摘され，生検にて腺癌が
検出されたため，膵癌の診断にて手術を行った．」と「〜にて」のオン・パレードではさすがに注意した
くなります．「〜で」で意味は伝わりますし，「黄疸を主訴に受診し，当院で CT を撮影したところ膵腫瘤
を指摘され，生検で腺癌が検出されたため，膵癌の診断で手術を行った．」と，もっと丁寧に表現するこ
ともできます．
　医師が最も「〜にて」を用いる職種であろうと思いますが，その中でも高名な先生方の文章には「〜に
て」という表現が少ないように感じます．次はそういった視点でも読んでみてください．「〜にて」は遠
山の金さんの「これにて一件落着」など，時代劇の中で使われてこそ生きてくると個人的には思っていま
す．また「〜にて」を多用している投稿論文には，他にも誤字，言葉の誤用などが目立つ傾向がありま
す．「CT 撮影したところ」などの助詞が抜けた表現（「CT を撮影したところ」とすべき），血管の走行

（「走行」は車などの自力で動けるものが走っていく様子を示す表現であるため，「地層の走向」と同様の
扱いで「血管の走向」とすべき），改行後に一マスあけない，句読点がない，等々です．
　数学者・藤原正彦氏の著書である「国家の品格」や「祖国とは国語」を読まれた方も多いと思います
が，国語こそがその国の文化であり，国語力が教養の程度を測る重要な指標でもあるから，英語よりもま
ず国語の基礎をしっかりと身に着ける必要がある，という論調で書かれています．英文論文の執筆も重要
ですが，正しい日本語で論理的な文章を書けなければ，優れた英文論文を書くこともできません．社会的
地位が上がれば挨拶文などを書く機会も増え，その地位に見合った洗練された内容の日本語の文章を書か
なければならなくなります．ですので，私もまずは日本語の症例報告をしっかり書くことと，読書を若手
に強く勧めています．
　教室では「言葉にうるさい大塚」と若干煙たがられていますが，それでも注意し続けていこうと思って
います．著者へのコメント欄に上記の記載があった場合には，高い確率で査読者は私です．
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第 25 巻 4 号
『投稿論文特集』

●原著
アンケート調査による鼠径ヘルニア修復術後晩期疼痛

の検討—内視鏡下アプローチと鼠径部切開法の予後
比較 野々垣郁絵・他　名古屋大学大学院医学研究科消化器外科学

神奈川県下の高齢者胃癌症例に対する腹腔鏡下胃切除術の現�
状 佐藤　渉・他　横浜市立大学医学部消化器・腫瘍外科

肥満症，2型糖尿病に対する腹腔鏡下スリーブバ�
イパス術を安全に実施するために施設内に集中
治療室は必須か 関　洋介・他　四谷メディカルキューブ減量・糖尿病外科センター
●総説
内視鏡外科手術における周術期抗血栓薬管理に関する研究—日本内視鏡外科学会総

会における動向および展望 藤川貴久・他　小倉記念病院外科
●症例報告
腹部大動脈瘤ステントグラフト内挿術後に発症した鼠径部腹壁瘢痕ヘルニアを

TAPP法にて修復しえた 1例 久保田暢人・他　神戸赤十字病院外科
脊柱側彎症に併発した上腸間膜動脈症候群に対し腹腔鏡下十二指腸空腸吻合術を�

行った 1例 藤井正和・他　手稲渓仁会病院外科
胸腔鏡下に摘出した全周性大型食道平滑筋腫の 1例 � 坂野慎哉・他　岐阜大学大学院腫瘍制御学講座腫瘍外科学分野
正中弓状靭帯圧迫症候群に対して腹腔鏡下超音波を併用し正中�

弓状靭帯切離術を施行した 1例 橋本恭弘・他　福岡大学医学部外科学講座消化器外科
胸部中部食道表在癌に対する胸腔鏡下食道亜全摘後にポート孔再発をきたした�

1 例 久留宮康浩・他　豊田厚生病院外科
完全胸腔鏡下に摘出した縦隔発生硝子血管型Castleman 病の 1例 松岡弘泰・他　山梨大学第 2外科
●手術手技
小児脳室腹腔シャント術における腹腔鏡の手技—自験例の検討 尾山貴徳・他　岡山大学病院小児外科

但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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